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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、 

産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までご連絡ください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

【東京工業大学】イベント開催のお知らせ 

COI-NEXT「都市型ヘルスコモンズ共創拠点」マッチングフォーラム in 東工大 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開催日時：2023 年 1 月 24日（火）13:30 ～ 16:40 

 

詳細、申込み： 

https://tokyotech-i.co.jp/coi-next-hcc2023 

 

開催方式： 

◆公開フォーラム：東工大蔵前会館及び Zoom ウェビナーによるオンライン参加 

◆共創マッチングフォーラム 

（地図）東工大蔵前会館 

http://www.somuka.titech.ac.jp/ttf/access/index.html 

 

参加費：無料 

 

【プログラム】 

＜公開フォーラム＞ 

開会挨拶 

13:30-13:35 東京工業大学 理事・副学長（研究担当） 渡辺 治 

 

 



第一部 

13:35-14:05COI-NEXT 都市型ヘルスコモンズ共創拠点の概説 

慶應義塾大学医学部 教授／拠点プロジェクトリーダー 中村 雅也 

「私たちが目指すヘルスコモンズ共生社会とは」 

 

第二部 

14:05-14:50 東工大による活動報告 (各報告 10 分程度) 

(1) 情報理工学院 教授 篠田 浩一 

「AI を用いた認知症・うつ病診断・治療に貢献する総合評価法の開発」 

(2) 工学院 教授 西田 佳史 

「情報技術を活用した高齢者生活支援技術の開発と生活フィールドによる評価」 

(3) 情報理工学院 教授 三宅 美博 

「AI/IoT とロボティックスによる早期診断技術、リハビリ支援技術の研究開発と社会実装」 

(4) 環境・社会理工学院 教授 梶川 裕矢 

「科学的指標を用いた ESG 投資の SDGs 推進への貢献分析」 

 

閉会挨拶 

14:50-14:55 東京工業大学 副学長（研究企画担当） 桑田 薫 

 

＜共創マッチングフォーラム＞ 

15:15-16:40 

テーマ別ミーティング 

参加者を東工大、慶應、東京医科歯科大、理研関係者に限定 

秘密保持同意書をご提出の上、関心のあるテーマや技術毎に分かれた会場に 

移動して、担当者とディスカッションを行います。 

 

主催 COI-NEXT「都市型ヘルスコモンズ共創拠点」 

   マッチングフォーラム in 東工大 実行委員会 

共催 東京工業大学 研究・産学連携本部／未来社会 DESIGN 機構／イノベーションデザイン機構 

 

【お問合せ先】 

COI-NEXT「都市型ヘルスコモンズ共創拠点」東京工業大学事務局 

E-mail: coi-next[at]bi.c.titech.ac.jp TEL: 03-5734-3552 


